
科学的介護情報システム（LIFE） 第1回説明会

令和6年9月12日・13日実施

説明Ⅰ 科学的介護およびLIFEについて

（資料公開にあたっての留意事項）

27ページについて、「※リハビリテーション関連加算においては、「している」状況の評価を
実施する」の注釈を追記いたしました。
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本日の流れ

• 本日は以下の流れでご説明いたします。

よくあるお問い合わせについて
よくあるお問い合わせ
について説明Ⅲ

（1） LIFE利用の流れ

（2） 【事業所管理者】新規登録の方法

（3） 【管理ユーザー】初回ログイン、初期設定

（４） 【管理ユーザー】操作職員情報・利用者情報の登録

（５） 【操作職員】初回ログイン、初期設定

（６） 【管理ユーザー・操作職員】様式情報の登録

LIFEの導入・操作方法
について説明Ⅱ

（１） 科学的介護の実現に向けたLIFEの役割・意義

（２） 令和6年度介護報酬改定におけるLIFEの変更点

（３） LIFE活用のプロセス（LIFE導入に向けた準備と評価）

‐ LIFE関連加算について理解を深める

‐ 介護施設・事業所における体制を検討する

‐ 評価方法について理解を深める

科学的介護およびLIFE
について説明Ⅰ



1. 科学的介護の実現に向けたLIFEの役割・意義
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科学的介護情報システム（LIFE）とは？

• 介護施設・事業所において質の高いケアを提供していくため、ケアに関わる様々なデータ（ケアプランや介護
計画、日々のアセスメントの結果等）を活用して取組の効果・課題などを把握し、継続的に見直しを行ってい
くことはとても重要です。

• データを活用したケアの見直しを支援することを目的とし、科学的介護情報システム（LIFE）が始まりました。

• LIFEでは、介護施設・事業所で記録されているさまざまな情報のうち、利用者の状態や、ケアの計画・内容
などの情報を収集し、集まった全国のデータに基づいてフィードバックを提供します。

ケアプラン

取組の効果・課題の把握 ケアの見直し

介護計画 アセスメント結果

ケアに関わる様々なデータの活用

データを活用したケアの見直しを支援
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LIFEをどのように活用すればよいのか？

• ケアの質を向上するためには、利用者の意向をふまえ設定した目標や過ごし方の希望に対して、計画、実行、
評価、改善を繰り返す、「PDCAサイクル」を実践することが重要です。

• このPDCAサイクルを実践する中で、利用者の状態などを評価・記録し、この情報をLIFEへ提出することで、
LIFEから提出したデータに基づいたフィードバックが提供されます。

• ケアプランや介護計画などとあわせて、提供されたフィードバックをひとつの材料として、行った取り組みを
振り返り、ケアの見直しを行うことで、よりよいサービスの提供へとつなげていきます。
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ＬＩＦＥを活用するとどのような効果があるのか？①

• LIFEを活用することにより、共通の認識を持つことができます。

• LIFEでは全国の介護施設・事業所において同じ項目を用いてアセスメントや評価を行うため、自事業所や
施設内の職員間のみならず他の事業所等と情報共有を行う際に、共通の認識をもつことに役立ちます。

• 同じ“軸”で利用者のアセスメントや評価を行うことによって、利用者の状態を正確に捉えることができ、利
用者に関わる職員が共通の目標に向かって取り組みやすくなります。

食事は一部介助

が必要です

共通の目標に向けた取組

現在の状態が理解

できました

更衣は自立ですね

利用者
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事例紹介①

フィードバックにより実態とデータの違いに気付き、評価基準の統一に向けた取組を実施

• フィードバックにおいて、IADL項目の「していない」の該当割合が想定よりも多く、実態が
データに反映されてないことに気付いた。

• 職員間の認識共有のため、情報共有のツールとして「個別支援計画書」を作成した。
• また、業務改善委員会より職員向けに指導を行い、評価基準を統一した。

課題と対応

• 情報共有のツールとして「個別支援計画書」を作成・活用することで、実践しているリハビリ
テーションなどに対する職員の解釈や評価基準の統一が図られ、正確な数値をデータ化する
ことができた。

• 記録したデータを多職種間で共有することで、数値の捉え方の基準が形作られた。

成果

• 職員間の認識共有が進んだことで、利用者の状態に根拠を求めるようになった。また、数値
をより客観的に振り返るようになった。

• リハビリテーションが自立支援への大切な役割を果たすアプローチであることを再認識する
ようになり、本人のできる事を引き出す個別ケアの充実につながった。

取組による変化

出所）「令和５年度 科学的介護に向けた 質の向上支援等事業 事例集」 事例２－１（一部抜粋・改変） 
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ＬＩＦＥを活用するとどのような効果があるのか？②

• LIFEを活用することにより、利用者の状態や日々のケアの「見える化」につながります。

• LIFEのフィードバックでは、利用者の状態が以前とどのように変化したのか、全国の同じような利用者と比
較してどのような状態であるかを「見える化」します。

• 変化や差がみられた項目をきっかけとして計画や行ったケアの内容を見直すことで、よりよいケアへつなが
ることが期待されます。

いえ、以前と変わって

いないのでは？

状態が良くなっている

と感じるな

LIFE活用前

でも、全国値と比較する

と少し点数が低いです

3か月前と比較して

ADLが改善しているね

LIFEを活用
フィードバック

よりよいケアへつながることが期待

変化や差がみられた項目をきっかけとして
計画や行ったケアの内容を見直し

利用者 利用者
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事例紹介②

事業所フィードバックを活用した認知症ケアの評価と見直し

• 事業所で提供している利用者へのケアは正しいと信じている一方で、それを裏付けるデータ
が存在しなかった。

• 事業所フィードバックのデータを用いて、要介護度や認知症高齢者の日常生活自立度などを
全国平均と比較し、現在までの取組の評価や次の取組の検討を行った。

課題と対応

• 全国平均と比較して、要介護度はあまり変わらない一方で、年齢分布はやや高い状況である
こと、認知症高齢者の日常生活自立度はやや低い状況であることに気付いた。

• 基本的な認知症ケアを徹底していくため、上記の結果を職員会議で発信し、DBD13 、Vitality 

Indexで経過を確認することにした。

成果

• LIFEのフィードバックデータを根拠に、職員間で認知症ケアの見直しを行い、その取組をさ
らにデータで評価するという、PDCAサイクルを推進する取組を実践できた。

• 本取組をきっかけに、データを根拠に取組を評価・見直しする風土が職員に浸透した。

取組による変化

出所）「令和５年度 科学的介護に向けた 質の向上支援等事業 事例集」 事例３－２（一部抜粋・改変） 
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事例紹介②

事業所フィードバックを活用した認知症ケアの評価と見直し

出所）「令和５年度 科学的介護に向けた 質の向上支援等事業 事例集」 事例３－２（一部抜粋・改変） 
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ＬＩＦＥを活用するとどのような効果があるのか？③

• LIFEを活用することにより、さまざまな職種や職員が連携した取組につながります。

• 利用者の自立支援・重度化防止に向けた取組のためには、介護職員や各専門職のもつ様々な視点で情報を
共有することが必要です。

• LIFEに提出する情報や、フィードバックを職員間で共有し、同じデータを見ながら複数の視点で議論するこ
とで、利用者や提供するケアのあり方についてより多くの角度から理解することや、職員が自身のケアにつ
いて客観的に振り返ることにつながります。

ケアのあり方について多角的に理解し、自身のケアについて客観的に振り返り

LIFEに提出する情報や、フィードバックを職員間で共有し、同じデータを複数の視点で議論

利用者
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事例紹介③

事業所フィードバックを活用した認知症ケアの評価と見直し

• 事業所フィードバックから、誤嚥性肺炎の有リスク群が発症群と比べて大きいという全国の
傾向を把握した。

• 嚥下調整食やとろみが必要な入居者が自施設全体の半数を占めており、歯科衛生士より口
腔ケアの指導を受け、食事前の口腔体操や、姿勢の改善を行った。

課題と対応

• 歯科衛生士と協力しつつ、口腔ケアや姿勢の改善を行ったところ、入居者にも変化が見られ、
誤嚥性肺炎のリスク低減につながった。

成果

• 入居者の現状だけでなく機能向上の可能性に視点を置くようなった。
• 多職種との連携が深まって法人内での人間関係が深まった。

取組による変化

出所）「令和５年度 科学的介護に向けた 質の向上支援等事業 事例集」 事例３－４（一部抜粋・改変） 
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事例紹介③

事業所フィードバックを活用した姿勢改善の効果の評価と見直し

出所）「令和５年度 科学的介護に向けた 質の向上支援等事業 事例集」 事例３－４（一部抜粋・改変） 

以下3点をポイントとしてケアを実施
 
• 机と椅子の位置を近づける
• 後屈にならず重心を前に置く  
• 足底を床に着け、支持基底面を広
げる
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LIFEを活用するメリット

共通の認識
状態の

「見える化」
多様な視点



２. 令和6年度介護報酬改定におけるLIFEの変更点
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令和6年度介護報酬改定におけるLIFEの見直しの概要

• 令和６年度介護報酬改定において、より質の高い情報の収集・分析を可能とすることで科学的介護を推進
する観点、また、入力負担を軽減する観点から、以下のような見直しが実施されました。

① 新LIFE システムへの移行

② アウトカム評価の充実

③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

④ フィードバックの見直し

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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① 新LIFE システムへの移行

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。

◼ これまでの課題

◼ 見直し内容

• 入力画面の表示がわかりにくい、操作方法が難しいなど、LIFEの入力操作
に関する課題が指摘されており、こうした課題が入力負担につながっていた

• 令和６年度介護報酬改定に併せて、入力画面やマニュアルの内容を
わかりやすく改め、利便性の向上を図った

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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① 新LIFE システムへの移行

• 加えて、以下の機能改善が行われました。

従来のLIFEシステム 新LIFEシステム

利用の申請が必要
電子請求受付システム（介護）のID・
パスワードで利用可能

新規利用登録方法

操作職員でのみ様式情報の登録が可
能

操作職員に加え、管理ユーザーも様式情報
の登録が可能

様式情報登録

ヘルプデスクへの問い合わせが必要
電子請求受付システム（介護）のID・
パスワードでリセットが可能

管理ユーザー
パスワードリセット

ヘルプデスクへの問い合わせ内容・回
答状況は、メールの送受信履歴からの
確認が必要

ヘルプデスクへの問い合わせ内容・回答状
況をLIFE上で確認可能

問い合わせ機能

その他変更点

• 未操作時における自動ログアウトまでの残り時間を表示
• 端末登録されていない端末からログインがあった際のアラート通知が可能 等

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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② アウトカム評価の充実

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。

◼ これまでの課題

◼ 見直し内容

• サービス利用開始時点に認めた褥瘡の改善や、尿道カテーテルの抜去が達
成されている介護施設・事業所があるが、様式に評価項目がなかった

• ADL維持等加算について、算定要件が分かりづらいこと、利用者のADLの
維持・改善の取組の評価が十分ではないことが挙げられた

• 介護の質の向上に係る取組や自立支援・重度化防止に向けた取組を
より一層推進する観点から、褥瘡マネジメント加算・褥瘡対策指導管理、
ADL維持等加算、排せつ支援加算において、項目及び要件を見直した

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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② アウトカム評価の充実

• 褥瘡マネジメント加算・褥瘡対策指導管理では以下の見直しが行われました。

◼ 褥瘡マネジメント加算・褥瘡対策指導管理

見直し前

• 褥瘡発生のリスクが高い利用者に褥瘡の発
生がない

• 施設入所時等に認めた褥瘡の治癒後に再発
がない

見直し後

• 褥瘡発生のリスクが高い利用者に褥瘡の発
生がない

• 施設入所時等に認めた褥瘡の治癒
  （アウトカム評価の充実）

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。

対象サービス

看護小規模多機能型居宅介護、介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、介護老人保健
施設、介護医療院

見直し方針

褥瘡の治癒後に再発がないことに加え、治癒についても、褥瘡マネジメント加算等で評価の対象となるアウトカムに
見直し

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

※上記のいずれかを満たすことで算定可能
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② アウトカム評価の充実

• 排せつ支援加算では以下の見直しが行われました。

◼ 排せつ支援加算

見直し前

• 排尿・排便の状態の改善

• おむつ使用あり→なしに改善

見直し後

• 排尿・排便の状態の改善

• おむつ使用あり→なしに改善

• 尿道カテーテル留置→抜去 
  （アウトカム評価の充実）

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。

対象サービス

看護小規模多機能型居宅介護、介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、介護老人保健
施設、介護医療院

見直し方針

尿道カテーテルの抜去について、排せつ支援加算で評価の対象となるアウトカムへ追加

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

※上記のいずれかを満たすことで算定可能
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② アウトカム評価の充実

• ADL維持等加算では以下の見直しが行われました。

◼ ADL維持等加算

見直し前

• ADL維持等加算（Ⅰ） ADL利得が１以上

• ADL維持等加算（Ⅱ） ADL利得が２以上

見直し後

• ADL維持等加算（Ⅰ） ADL利得が１以上

• ADL維持等加算（Ⅱ）  ADL利得が３以上
  （アウトカム評価の充実）

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。

対象サービス

通所介護、地域密着型通所介護、認知症対応型通所介護、特定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者生
活介護、介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

見直し方針

• ADL維持等加算（Ⅱ）におけるADL利得の要件を「2以上」から「3以上」へ変更

• ADL利得※の計算方法について、初回の要介護認定から12月以内の者や他の事業所が提供するリハビリテー
ションを併用している場合における要件を簡素化

※ADL利得：評価対象利用開始月の翌月から起算して６月目の月に測定したＡＤＬ値から評価対象
利用開始月に測定したＡＤＬ値控除して得た値を用いて一定の基準に基づき算出した値の平均値

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。

◼ これまでの課題

◼ 見直し内容

• 利用者の同じ状態を評価する項目であっても、加算の様式ごとに、項目名や
評価指標が異なるため、入力されたデータの質低下や入力負担が課題と
なっていた

• 各加算でデータ提出頻度が異なり、介護施設・事業所における管理が煩雑に
なっていた

• 様式間で重複している項目の名称や評価指標等を統一

• フィードバックの精緻化のため、「基本情報」を追加

• データの提出タイミングを「少なくとも3か月に1回」に統一

• 同一の利用者に対して複数加算を算定する場合にデータ提出頻度を統一でき
るよう、一定条件下で提出期限を猶予

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• 入力項目見直しの具体例として、排尿コントロールをご紹介します。

◼ 入力項目見直しの例

加算名 項目名 評価指標 項目名 評価指標

科学的介護推進体制加算

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目
として「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目として

「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

個別機能訓練加算

ADL維持等加算

排せつ支援加算

排尿の状態

※「している」状況について記載

（時点）施設入所時
 評価時
 ３ヶ月後の見込み
ｰ支援を行った場合
ｰ支援を行わない場合

介助されていない
見守り等
一部介助
全介助

【見直し前】 【見直し後】

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• 入力項目見直しの具体例として、排尿コントロールをご紹介します。

◼ 入力項目見直しの例

加算名 項目名 評価指標 項目名 評価指標

科学的介護推進体制加算

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目
として「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目として

「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

個別機能訓練加算

ADL維持等加算

排せつ支援加算

排尿の状態

※「している」状況について記載

（時点）施設入所時
 評価時
 ３ヶ月後の見込み
ｰ支援を行った場合
ｰ支援を行わない場合

介助されていない
見守り等
一部介助
全介助

【見直し前】 【見直し後】

項目名を統一

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• 入力項目見直しの具体例として、排尿コントロールをご紹介します。

◼ 入力項目見直しの例

加算名 項目名 評価指標 項目名 評価指標

科学的介護推進体制加算

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目
として「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目として

「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

個別機能訓練加算

ADL維持等加算

排せつ支援加算

排尿の状態

※「している」状況について記載

（時点）施設入所時
 評価時
 ３ヶ月後の見込み
ｰ支援を行った場合
ｰ支援を行わない場合

介助されていない
見守り等
一部介助
全介助

【見直し前】 【見直し後】

評価指標の内容を
統一

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• 入力項目見直しの具体例として、排尿コントロールをご紹介します。

◼ 入力項目見直しの例

加算名 項目名 評価指標 項目名 評価指標

科学的介護推進体制加算

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目
として「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目として

「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

個別機能訓練加算

ADL維持等加算

排せつ支援加算

排尿の状態

※「している」状況について記載

（時点）施設入所時
 評価時
 ３ヶ月後の見込み
ｰ支援を行った場合
ｰ支援を行わない場合

介助されていない
見守り等
一部介助
全介助

【見直し前】 【見直し後】

評価基準の統一

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

※リハビリテーション関連加算においては、「している」状況の評価を実施する

説明会実施時
より一部追記
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• 入力項目見直しの具体例として、排尿コントロールをご紹介します。

◼ 入力項目見直しの例

加算名 項目名 評価指標 項目名 評価指標

科学的介護推進体制加算

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目
として「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

排尿コントロール
※Barthel Indexの1項目として

「できる」状況について記載

（時点）評価時点

10：自立
５：一部介助
０：全介助

個別機能訓練加算

ADL維持等加算

排せつ支援加算

排尿の状態

※「している」状況について記載

（時点）施設入所時
 評価時
 ３ヶ月後の見込み
ｰ支援を行った場合
ｰ支援を行わない場合

介助されていない
見守り等
一部介助
全介助

【見直し前】 【見直し後】

時点の統一

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• フィードバックの精緻化のため、「基本情報」が追加されました。

◼ 入力項目見直しの例

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

【令和3年度様式】 【令和６年度様式】

フィードバックにおいて類似した状態の
事業所・利用者データを見ることを可能
とするために、様式共通の「基本情報」

を追加
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• データ提出タイミング見直しの具体例として、以下をご紹介します。

◼ データ提出タイミング見直しの具体例

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。• 同一利用者に対して科学的介護推進体制加算およびリハビリテーションマネジメント加算を算定

• 利用者は4月29日にサービスを利用開始

想定ケース

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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③ 入力項目・データ提出タイミングの見直し

• データ提出タイミング見直しの具体例として、以下をご紹介します。

◼ データ提出タイミング見直しの具体例

重複している項目の選択肢を統一することで、評価の分かりにくさが解消されました。• 同一利用者に対して科学的介護推進体制加算およびリハビリテーションマネジメント加算を算定

• 利用者は4月29日にサービスを利用開始

想定ケース

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック
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④ フィードバックの見直し

• LIFEを活用したケアの質向上に向けた取組を推進するため、フィードバックの見直しが行われる予定です。

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

◼ 見直し内容

• Excel形式での提供ではなく、ブラウザ上で操作を可能とすることで、操作性・
視認性を向上

• 複数時点の時系列変化を参照することが可能

• 全国値を様々な要素で絞り込み、類似した状況の介護施設・事業所や利用者と
比較することが可能

• 全国値に対する自施設・事業所の位置を参照することが可能（事業所フィード
バック）
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④ フィードバックの見直し

• LIFEを活用したケアの質向上に向けた取組を推進するため、フィードバックの見直しが行われる予定です。

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

◼ 事業所フィードバックの見直し（イメージ）

Excel形式ではなく、ブラウザ上で層別化等の
設定を可能とすることで、操作性・視認性を向上
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④ フィードバックの見直し

• LIFEを活用したケアの質向上に向けた取組を推進するため、フィードバックの見直しが行われる予定です。

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

全国値に対する自施設・事業所
の位置を参照可能

時系列変化を複数時点で
参照可能

◼ 事業所フィードバックの見直し（イメージ）



35

④ フィードバックの見直し

• LIFEを活用したケアの質向上に向けた取組を推進するため、フィードバックの見直しが行われる予定です。

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

◼ 事業所フィードバックの見直し（イメージ）

サービス種類、都道府県、平均要介護度等に
よる絞り込みにより、全国の同じような介護

施設・事業所との比較が可能
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④ フィードバックの見直し

• LIFEを活用したケアの質向上に向けた取組を推進するため、フィードバックの見直しが行われる予定です。

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

◼ 利用者フィードバックの見直し（イメージ） Excel形式ではなく、ブラウザ上で層別化等の
設定を可能とすることで、操作性・視認性を向上

時系列変化を複数時点で
参照可能

サービス種類、都道府県、要介護度等に
よる絞り込みにより、全国の同じような

利用者との比較が可能
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④ フィードバックの見直し

• LIFEを活用したケアの質向上に向けた取組を推進するため、フィードバックの見直しが行われる予定です。

新LIFEシステム アウトカム評価
入力項目・データ
提出タイミング

フィードバック

◼ 利用者フィードバックの見直し（イメージ）

各介護施設・事業所において実施した取組と、LIFEデータの時系列
変化や全国の同じような利用者との比較を組み合わせて検討する

実施した取組の効果や特徴の把握へ活用



３. LIFE活用のプロセス（LIFE導入に向けた準備と評価）
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LIFEの活用プロセス

• ここからは、LIFE活用の流れに沿ってご説明いたします。

ケアの実施計画の見直し
フィードバック等を

用いた振り返り

【ご説明内容】

◼ LIFEシステ
ムの操作方
法

– 新規利用の
申請方法

– 初回ログイ
ン・初期設定

– 操作職員情
報・利用者情
報の登録

– 様式情報の
登録

データ提出

【ご説明内容】

◼ 評価方法に
ついて理解
を深める

評価・記録

【ご説明内容】

◼ LIFE関連加
算について理
解を深める

– 対象加算

– 提出項目

– 提出頻度

◼ 介護施設・事
業所における
体制を検討す
る（事例紹
介）

LIFE導入に向けた準備

Check（評価） Action（改善） Plan（計画） Do（実行）

PDCAサイクル

令和6年度版フィードバックの操作方法や活用方法
については、2024年10月以降、マニュアルや動画
の公開、説明会の実施を予定しています。

令和6年度版フィードバックについて

説明Ⅰでご説明 説明Ⅱでご説明
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LIFEの活用プロセス

• ここからは、LIFE活用の流れに沿ってご説明いたします。

ケアの実施計画の見直し
フィードバック等を

用いた振り返り

【ご説明内容】

◼ LIFEシステ
ムの操作方
法

– 新規利用の
申請方法

– 初回ログイ
ン・初期設定

– 操作職員情
報・利用者情
報の登録

– 様式情報の
登録

データ提出

【ご説明内容】

◼ 評価方法に
ついて理解
を深める

評価・記録

【ご説明内容】

◼ LIFE関連加
算について理
解を深める

– 対象加算

– 提出項目

– 提出頻度

◼ 介護施設・事
業所における
体制を検討す
る（事例紹
介）

LIFE導入に向けた準備

Check（評価） Action（改善） Plan（計画） Do（実行）

PDCAサイクル

説明Ⅰでご説明 説明Ⅱでご説明

令和6年度版フィードバックの操作方法や活用方法
については、2024年10月以降、マニュアルや動画
の公開、説明会の実施を予定しています。

令和6年度版フィードバックについて
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◼LIFE関連加算について理解を深める

• 令和6年度介護報酬改定をふまえ、 LIFEの活用等が要件に含まれる加算とその算定要件についてご説明
します。

① LIFEでデータ提出およびフィードバックの活用を行う加算

② 加算別のデータ提出頻度

③ LIFEへのデータ登録を行う様式

④様式において提出が必須の項目
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① LIFEでデータ提出およびフィードバックの活用を行う加算

• 令和６年度介護報酬改定において、LIFE の活用等が要件に含まれる加算は以下の通りです。

◼ 施設サービス

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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① LIFEでデータ提出およびフィードバックの活用を行う加算

• 令和６年度介護報酬改定において、LIFE の活用等が要件に含まれる加算は以下の通りです。

◼ 通所・居宅サービス（リハビリテーションを除く）
※ 予防を除く

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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① LIFEでデータ提出およびフィードバックの活用を行う加算

• 令和６年度介護報酬改定において、LIFE の活用等が要件に含まれる加算は以下の通りです。

◼ リハビリテーション関連サービス

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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各種加算の算定要件の確認方法

• LIFEの活用等が要件となっている加算を算定するには、それぞれの加算に定められた算定要件を満たす
必要があります。

• 算定要件には厚生労働省より発出されている告示および留意事項通知等に記載されています。

◼ 通所介護の場合

例）科学的介護推進体制加算

・ 告示

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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各種加算の算定要件の確認方法

• LIFEの活用等が要件となっている加算を算定するには、それぞれの加算に定められた算定要件を満たす
必要があります。

• 算定要件には厚生労働省より発出されている告示および留意事項通知等に記載されています。

◼ 通所介護の場合

例）科学的介護推進体制加算

・ 留意事項通知

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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各種加算の算定要件の確認方法

• 告示および留意事項通知等は、厚生労働省Webサイト「令和６年度介護報酬改定について」のページに掲載
されています。

• サービス種類・加算別の加算要件は「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手

引き」付録にまとめられています。

（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_38790.html）

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_38790.html
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各種加算の算定要件の確認方法

• LIFEの活用等が要件となっている加算は、それぞれ「LIFEへの情報提出頻度」および「LIFEへの提出情
報」が定められています。

• LIFEの導入にあたっては、本内容を正しくご理解いただくことが重要です。

• 「科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例の提
示について」（令和6年３月15日老老発 0315 第４号）において示されています。

「科学的介護情報システム（ＬＩＦＥ）関連加算に関する基本的
考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について」 
（https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001257
192.pdf）

◼ 厚生労働省「科学的介護情報システム（LIFE）について」

https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001257192.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001257192.pdf
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各種加算の算定要件の確認方法

• 介護保険最新情報Vol.1285「令和６年度介護報酬改定関連通知の正誤等について」（令和６年７月２日老
老発 0702 第１号）において、内容の一部が訂正されているため、併せてご確認をお願いします。

◼ 介護保険最新情報Vol.1285「令和６年度介護報酬改定関連通知の正誤等について」

科学的介護推進体制加算（Ⅱ）に
おける診断名・服薬情報の取扱い
について訂正されています
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各種加算の算定要件の確認方法

• まずは「LIFEへの情報提出頻度」から確認しましょう。

◼ 「科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について」

例）科学的介護推進体制加算



51

② 加算別のデータ提出頻度

• 科学的介護推進体制加算においては、以下のように定められています。

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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各種加算の算定要件の確認方法

• 次に「LIFEへの提出情報」確認しましょう。

◼ 「科学的介護情報システム（LIFE）関連加算に関する基本的な考え方並びに事務処理手順及び様式例の提示について」

例）科学的介護推進体制加算
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③ LIFEへのデータ登録を行う様式

• LIFEの活用等が算定要件となっている各種加算において、提出が必要となる様式を以下にお示しします。

※任意と記載された様式はLIFEへのデータ提出は任意 出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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③ LIFEへのデータ登録を行う様式

• LIFEの活用等が算定要件となっている各種加算において、提出が必要となる様式を以下にお示しします。

※任意と記載された様式はLIFEへのデータ提出は任意 出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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③ LIFEへのデータ登録を行う様式

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」

• 科学的介護推進体制加算（通所・居住サービスの場合）の様式は以下のとおりです。

• 様式の中には、必須項目と任意項目があります。

• 「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」では、LIFEへのデータ提出が
必須の項目が、赤枠で示されています。
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④ 様式において提出が必須の項目（科学的介護推進体制加算）

分類 項目

施設 通所・居住

科学的介護推進
体制加算（Ⅰ）

科学的介護推進
体制加算（Ⅱ）

科学的介護推進
体制加算

基本情報 （ア） 要介護度 ◎ ◎ ◎

（イ） 障害高齢者の日常生活自立度 ◎ ◎ ◎

（ウ） 認知症高齢者の日常生活自立度 ◎ ◎ ◎

（エ） 評価日 ◎ ◎ ◎

（オ） 評価時点 ◎ ◎ ◎

総論

（カ） 診断名 △ ◎ △

（キ） 緊急入院の状況 △ △ △

（ク） 服薬情報 △ ◎（※） △

（ケ） 家族の状況 △ △ △

（コ） ADL ◎ ◎ ◎

（サ） サービス利用終了理由（※サービス終了時） ◎ ◎ ◎

口腔・栄養

（シ） 身長・体重 ◎ ◎ ◎

（ス） 低栄養状態のリスクレベル ◎ ◎

（セ） 栄養補給法 ◎ ◎

◎：必須、○：一部必須、△：任意

（次ページへ続く）

• 科学的介護推進体制加算の様式には、提出が必須の項目と、任意で提出する項目があります。

※ 介護老人保健施設、介護医療院において科学的介護推進体制加算（Ⅱ）を
算定する際に提出必須
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④ 様式において提出が必須の項目（科学的介護推進体制加算）

（前ページからの続き）

分類 項目 施設 通所・居住

科学的介護推進
体制加算（Ⅰ）

科学的介護推進
体制加算（Ⅱ）

科学的介護推進
体制加算

口腔・栄養

（ソ） 食事形態 ◎ ◎

（タ） とろみ ◎ ◎

（チ） 食事摂取量 ◎ ◎

（ツ） 必要栄養量 ◎ ◎

（テ） 提供栄養量 ◎ ◎

（ト） 褥瘡 ◎ ◎

（ナ） 義歯の使用 ◎ ◎ ◎

（ニ） むせ ◎ ◎ ◎

（ヌ） 歯の汚れ ◎ ◎ ◎

（ネ） 歯肉の腫れ・出血 ◎ ◎ ◎

認知症

（ノ） 認知症の診断 ◎ ◎ ◎

（ハ） 生活・認知機能尺度 ◎ ◎ ◎

(ヒ） Vitality Index ○ ○ ○

(フ） DBD13 △ △ △

その他 (ヘ） ICFステージング △ △ △

• 科学的介護推進体制加算の様式には、提出が必須の項目と、任意で提出する項目があります。

◎：必須、○：一部必須、△：任意
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LIFEの活用プロセス

• ここからは、LIFE活用の流れに沿ってご説明いたします。

ケアの実施計画の見直し
フィードバック等を

用いた振り返り

【ご説明内容】

◼ LIFEシステ
ムの操作方
法

– 新規利用の
申請方法

– 初回ログイ
ン・初期設定

– 操作職員情
報・利用者情
報の登録

– 様式情報の
登録

データ提出

【ご説明内容】

◼ 評価方法に
ついて理解
を深める

評価・記録

【ご説明内容】

◼ LIFE関連加
算について理
解を深める

– 対象加算

– 提出項目

– 提出頻度

◼ 介護施設・事
業所における
体制を検討す
る（事例紹
介）

LIFE導入に向けた準備

Check（評価） Action（改善） Plan（計画） Do（実行）

PDCAサイクル

説明Ⅰでご説明 説明Ⅱでご説明

令和6年度版フィードバックの操作方法や活用方法
については、2024年10月以降、マニュアルや動画
の公開、説明会の実施を予定しています。

令和6年度版フィードバックについて
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介護施設・事業所における体制の検討

• ケアの質を向上するためには、利用者の意向をふまえ設定した目標や過ごし方の希望に対して、計画、実行、
評価、改善を繰り返す、「PDCAサイクル」を実践することが重要です。

• このようなサイクルを実現するためには、取組に関わる職員に理念や方針が共有され、取組の実施状況や改
善点について共通の認識を持つことができる体制を作ることが望ましいです。

• また、LIFE導入のために必要な設備・物品についても併せて確認ください。

LIFE導入に向けた環境整備取組の体制づくり

• LIFE導入に向けた検討を行うチームや
担当者を決めましょう。 →事例①

• LIFEは、計画書等の作成・見直しのスケ

ジュールに沿って運用することが想定さ
れます。どの職員が何を担当するのか決
めましょう。 →事例②

• 利用者ごとの計画書作成等のタイミング
を管理する工夫をしている事業所もあ
ります。 →事例③

• LIFEを利用するためには、パソコン端末
とインターネット回線が必要です。

• LIFEシステムの登録には費用はかかりま
せん。

• LIFE導入のためにどういったICT機器が

どの程度必要か、不足している設備・物
品はないか、ご確認ください。 

• ICT機器の取扱いに苦手意識のある職員

がいる場合、フォロー体制の検討をして
みましょう。 →事例④
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介護施設・事業所における体制の検討 事例①

出所）「ケアの質の向上に向けた 科学的介護情報システム（LIFE）の 利活用に関する事例集」 （令和5年3月）



61

介護施設・事業所における体制の検討 事例②

出所）「ケアの質の向上に向けた 科学的介護情報システム（LIFE）の 利活用に関する事例集」 （令和5年3月）
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介護施設・事業所における体制の検討 事例③

出所）「ケアの質の向上に向けた 科学的介護情報システム（LIFE）の 利活用に関する事例集」 （令和4年3月）
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LIFE導入に向けた環境整備 事例④

出所）「ケアの質の向上に向けた 科学的介護情報システム（LIFE）の 利活用に関する事例集」 （令和5年3月）
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LIFEの活用プロセス

• ここからは、LIFE活用の流れに沿ってご説明いたします。

ケアの実施計画の見直し
フィードバック等を

用いた振り返り

【ご説明内容】

◼ LIFEシステ
ムの操作方
法

– 新規利用の
申請方法

– 初回ログイ
ン・初期設定

– 操作職員情
報・利用者情
報の登録

– 様式情報の
登録

データ提出

【ご説明内容】

◼ 評価方法に
ついて理解
を深める

評価・記録

【ご説明内容】

◼ LIFE関連加
算について理
解を深める

– 対象加算

– 提出項目

– 提出頻度

◼ 事業所におけ
る体制を検討
する（事例紹
介）

LIFE導入に向けた準備

Check（評価） Action（改善） Plan（計画） Do（実行）

PDCAサイクル

令和6年度版フィードバックの操作方法や活用方法
については、2024年10月以降、マニュアルや動画
の公開、説明会の実施を予定しています。

令和6年度版フィードバックについて

説明Ⅰでご説明 説明Ⅱでご説明
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主な項目に関する評価方法

• エビデンスの蓄積のためには、全国の介護施設・事業所が同じ基準に基づいて利用者の状態の評価を行う
ことが重要です。

• 「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」には、LIFEに提出を行う主な
項目の評価方法が記載されています。
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主な項目に関する評価方法  ①ADL

＜評価項目の例：食事＞

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」

厚生労働省のYou tubeチャンネルで動画による
評価マニュアルが公開されています
（https://www.youtube.com/watch?v=d4Sb83VgxPA）

• ADL（Barthel Index）：日常生活活動に関する指標

– 食事や入浴などの計10項目を評価します。

– 総計は最高100点、最低０点であり、点数が高いほど動作の自立度が高いことを示します。

– 各項目の動作が「できる（※）」かどうかについて、普段の状況を踏まえ、必要に応じ実際に利用者に動
作を行ってもらい評価します。食事の場面や入浴の場面など、実際の場面で評価することが望ましいで
すが、聞き取りでも構いません。

（※）リハビリテーションマネジメント加算等については「している」状況を評価します。

https://www.youtube.com/watch?v=d4Sb83VgxPA
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主な項目に関する評価方法 ②生活・認知機能尺度

• 簡易式生活・認知機能尺度（略称：生活・認知機能尺度）：認知機能・生活機能に関する指標

– 本指標では、全項目の合計点数を算出します。認知機能が高い利用者は得点が高くなり、認知機能が
低い利用者は得点が低くなります。

– 評価にあたり、おおむね最近1 週間の様子について該当する選択肢を選びます。また、具体的な場面を
みることがない場合には、そのような状況にあることを仮定して回答します。

– どの職種の職員が評価しても問題ありませんが、本人の様子をよく知る職員が評価することが望まし
いです。

＜評価項目の例：⑥ テレビやエアコンなどの電化製品を操作できますか＞

【留意事項】
• おおむね最近1 週間の様子について該当する選択肢を選びます。
• テレビが無い場合は、エアコンで評価してください。いずれもない場合は、電子レンジ、ラジオ
などの電化製品の操作で評価してください。

出所）「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」
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参考情報

• 令和6年度介護報酬改定に関わる通知類は、以下のページから閲覧することができます。

令和６年度介護報酬改定について
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_38790.html

介護保険最新情報掲載ページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/

hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/index_00010.html
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参考情報

• 厚生労働省「科学的介護情報システム（LIFE）について」ページおよびLIFEホームページにおいても、各種
マニュアル等が公開されています。

厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000198094_00037.html

LIFEホームページ
https://life.mhlw.go.jp/login
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参考情報

• 「ケアの質の向上に向けた科学的介護情報システム（LIFE）利活用の手引き」には、以下の内容が掲載され
ています。

• 科学的介護情報システム（LIFE）を活用
した科学的介護の実践

• 令和6年度介護報酬改定における変更点

• LIFEへのデータ提出方法

• 加算別LIFEへのデータ提出項目

• 主な項目に関する評価方法

• フィードバックの活用について

• LIFEシステムの利用について

• 付録 加算要件



71

参考情報

• 令和3年度～5年度に集められたLIFEに関する取組事例が公開されています。

令和3年度版 令和４年度版 令和5年度版

（https://www.mhlw.go.jp/content/12
301000/001255065.pdf）

（https://www.mhlw.go.jp/content/12
301000/001103589.pdf）

（https://www.mhlw.go.jp/content/12
301000/001255064.pdf）

https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001255065.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001255065.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001103589.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001103589.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001255064.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/12301000/001255064.pdf
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（参考）LIFE関連加算を算定している介護施設・事業所の割合

介護保険総合データベースの情報（令和4年4月～令和6年3月）をもとに集計

施設サービス 通所・居住サービス
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